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Abstract
The subject of this paper is tourism and museological research in regional cultures of China, 
and its creativity is found in the fusion of tourism studies and museology.　A great deal of research 
has been conducted into minority peoples and tourism in China in individual fields of study, but there 
has not been much research joining tourism studies with museology.　“Tourism and Museological 
Research in Regional Cultures of China”was adopted into the ２０１６ International Tourism Department 
Joint Research Grants, Lijiang and Kunming in Yunnan Province, where researchers in the fields 
of anthropology, ethnology, folkloristics, and many other fields visit, were selected as the sections 
of China with the greatest numbers of minority people, and Itagaki, Ochiai, and Miura conducted 
a joint investigation.
Lijiang was struck by an earthquake in １９９６, but afterward its tourism industry has been boom-
ing, and in １９９７ it was registered as a world heritage.　We attempted to clarify the relationship of 
Lijiang with its tourism industry from the point of view of tourism studies, especially regarding 
its becoming a tourism destination.　In terms of museology we also conducted an inquiry regarding 
current status and issues of townscape maintenance through reconstruction and outdoor museums.
Regarding local cultural resources and daily necessities, which relate to both fields, we touched 
upon focusing on“Nong Jia Le”, which is currently a trend in China and equates to what is called
“Green Tourism”in Japan.（Ochiai）
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要　旨
本論は、中国における地域文化の観光学及び博物館学的研究であり、その独創性は観光学と博物館学
の融合という点にある。中国における少数民族や観光についての研究は単独の学問領域では多くなされ
てきたが、観光学と博物館学の共同研究はあまりなされていない。平成２８年度国際観光学科共同研究助
成に「中国における地域文化の観光学及び博物館学的研究」が採択され、中国において少数民族が最多
の地区で、人類学、民族学、民俗学等多岐に亘る分野の研究者が訪れる雲南省麗江と昆明を選定し、板
垣・落合・三浦が共同調査したものである。
麗江は１９９６年に地震に見舞われたが、震災後に観光産業が盛んになり、１９９７年には世界遺産に登録さ
れた。観光学からは麗江の観光産業とのかかわり、特に観光目的化についての解明を図った。また、博
物館学からは復興による街並み整備や野外博物館の現状と課題について考察を行った。
両分野に共通する地域文化資源や衣食住に関しては、現在中国で流行している「農家楽」（日本でい
は じ め に
中国には政府が認定した５５の民族が生活し、
そのうち２５の民族が雲南に居住しており、雲南
は少数民族の天地とも呼称されている。「雲の
はるか南にある土地」という意味を有する雲南
は、中国国内の人にとっても長らく秘境の地で
あった。
麗江市は人口１１９万人、面積２万１,２１９km２、
１　 区２県２自治体を管轄する標高 ２,４００m の町で、
かつて雲南省北部を支配していた木氏一族が、
南宋末に本拠地を白沙から移したことに始まり、
町の整備を推進し、美しい街並みを形成していっ
た。それ以来清末までチベットと雲南を結ぶ交
易路、茶馬古道の要衝として栄えた１）。
１９９７年にユネスコの世界文化遺産に登録され
た麗江古城（麗江では旧市街地を古城と呼び、
城は中国において街を意味する）は、近代的な
コンクリート建築物が建設された時代もあった
が、１９９６年の地震により倒壊したのち、昔の街
並みを再現しようという動きが活発化し、それ
らのコンクリート建築物は撤去され、１９９７年に
世界文化遺産に登録されて整備が進められた。
その後急激な観光地化により、昼夜を問わず多
くの観光客が訪れ、特に夜はバーや若者が集ま
るライブハウスが多くの観光客を集め、不夜城
に様変わりしているのが現状である。
観光地としての成功は、世界遺産としての価
値を低くしていることは明白である。オフシー
ズンでありながら夜の麗江古城は、すれ違う時
に肩が触れるほどの混雑となっており、ライブ
ハウスからの爆音とネオンは古鎮としての風情
を完全に喪失させている。
世界遺産をはじめとする文化財保護方策は、
その後に多くの問題点を発生させるのは周知の
通りであり、回避することは難しいと言える。
特に観光と保存といった、相反する行為におい
てはより一層顕著であろう。世界遺産登録は観
光客誘致を望むものではなく、あくまでも「顕
著な普遍的価値を有する文化遺産及び自然遺産
の保護」を目的とするものである。故に保存を
最優先とするならば、公開、つまり観光化させ
てはならないと言えよう。すでに観光客が世界
遺産を破壊する逆転現象もみられ、その結果、
危機遺産が増加傾向にある。今のところ発展途
上国にみられる現象ではあるが、麗江に関して
は中国国内からも批判の声が上がっており、今
後の改善がなければ世界遺産の維持も難しくな
ることが予想されるのである。
本論は世界遺産の麗江が抱える問題点を、束
河古鎮や白砂古鎮との比較、観光産業、観光商
品化の視点から考究するものである。また、地
域文化の研究には欠かせない博物館調査を行い、
観光、博物館、地域文化の関連性の考察を試み
る。さらに中国の農家楽の調査からは、中国の
地域文化をより掘り下げて、観光と食文化につ
いて論究する。これらの調査と研究が観光学及
び博物館学に一石を投じることを期待するもの
である。　　　　　　　　　　　　　　（落合）
１．中国雲南省麗江古城の観光目的化について
本稿は、中国雲南省にある世界有数の人気世
界遺産である麗江古城を対象として、同地区＝
古城という文脈から、一般的な観光者が古城と
しての同市をどの様に旅行目的化し、どのよう
に魅せられているのかのという観点から、世界
遺産及び街並み保存地区の旅行目的化への経路
と今後の可能性を見出す事を目的とするもので
ある。
現地調査の結果麗江古城の現状は、後述の落
合の報告にもある通り、古の茶馬古道城市とし
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うグリーンツーリズム）に焦点を当て論及したものである。
キーワード
世界遺産、観光目的、野外博物館、街並み整備、農家楽
て栄えた往時の面影は大きく崩れ、商業主義が
跋扈する一大アミューズメントの場と化してい
たのである。
周知の通り麗江古城は、１９９６年２月の地震に
より大きな被害を受け、その後１９９７年にユネス
コから世界遺産に認定されたが、２００７年６月に
ユネスコが中国政府に対して発した「文化財保
護の在り方に関する警告リスト」に同市も含ま
れることとなり、相当の商業主義的変換が行わ
れた事は予想されていた。その予想通り、古城
という語からはひどく乖離した状況を呈してい
たのである。
このようなことから、「世界遺産」「観光目的」
「動機付け」といったキーワードから、我々一
般的な日本人観光者は何を導き、何に期待して
観光行動を取るのかに焦点を当て、世界遺産の
どのような要素が観光目的への動機づけに有効
に作用するのかの再考を試みるものである。
２．旅行者が旅行に求めるもの
「観光」を商品化したものが「旅行商品」で
あり、その購入が「観光行動」実践の第一歩で
あるとして、観光者は何を求めて観光行動を行
うかについて論じたい。
旅行業界での通説として古くから、人間とし
ての基本的欲求を満たす要素こそが観光行動の
原点であり、またそれを高度に商品化したもの
が良い「旅行商品」であり、顧客への高い満足
度を保障すると言われている。この基本的欲求
を満たす３要素とは、①見たい→見学・鑑賞等
いわゆる「観光」への希求、②食べたい→美味
しい食事への希求、③手に入れたい→買い物要
求である。また筆者はこの３要素に加え、近年
更に次の２要素が加わっていると考える。④行
いたい→非日常的活動希求、（日常を離れた場
所でのマラソン、ハイキング、○○体験と呼ば
れる行動等々）、⑤癒されたい→非日常的休息
希求、安寧への希求、（エステ体験等）である。
このような一般的な日本人の観光行動欲求を
踏まえ、旅行業界ではあまねく旅行商品造成を
行っているが、一方これらの要素をどの旅行目
的地が具備しているのか、換言するとどこを旅
行目的地として選定するかが、旅行商品造成上
の大きな考慮要素となっているのである。
橋本は、「観光とは、（観光者にとっての）異
郷において、よく知られているものを、ほんの
少し、一時的な楽しみとして、売買すること」
と定義している２）が、旅行商品主催会社各社は
上述の５要素の内からできる限り多くの要素を
具備した旅行目的地を選定し、商品化して顧客
に提供している。しかしこの定義の指摘に従え
ば５要素に加えて更に「有名性」が、旅行者の
旅行目的（地）選定に関する大きな要素である
ことが理解できよう。
３．「世界遺産」に対する旅行者の観光目的意識
日本では近年、文化・自然遺産が世界遺産に
登録される例が増加するにつれ、世界遺産を地
域興しの手段として観光目的化し、観光客誘致
の大きな資産として活用しようという動きが活
発になり、またそのような動きは世界的に見る
と日本で特に著しいとの報道がなされている。
このように日本人に特に強いとされる世界遺産
に対する観光目的意識の高さは何に由来するも
のかを述べることとする。
　世界遺産登録基準等から世界遺産の普遍的な
価値、特性と観光視線とを結びつけて一般化を
図ると、①世界遺産の「希少性」、②世界遺産
の「真正性」、③世界遺産の「有名性」の３要
素が観光者、特に日本人観光者の旺盛な好奇心
を刺激し「世界遺産好き」を招来しているもの
と思われる。特に前述した通り、観光者にとっ
ての「有名性」への指向が観光、旅行への大き
な動機付け要因になっていることから、「世界
遺産」認定が、まず第一に「有名性」へのお墨
付きを与え、それが大きな旅行目的への動機付
けに作用しているものと思われる。
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４．麗江古城の「世界遺産」としての３要素と
商業性からの分析
以上の、観光者の世界遺産の観光目的化に関
する考察を踏まえ、麗江古城がそれらの要素を
踏まえたマトリクスの中で、どのように位置づ
けられるかについて考察を試みる。
図１は、世界遺産の幾つかを、筆者のイメー
ジを基にマトリクス化したものである３）。世界
遺産には多くの文化・自然遺産が指定されてい
るが、常時見学が出来、比較的容易に観光的な
アプローチが可能なもの（パリノートルダム寺
院に代表される観光者に寛容な教会群）や、宗
像神社第一社である沖ノ島のように、基本的に
入島そのものが認められておらず、観光的なア
プローチが不能なもの（観光目的地としての適
性が低い）まで様々な姿を示している。麗江古
城に関しては、極めて商業化が進み、世界遺産
としての質が問われている現状から、世界遺産
の３要素の内の「真正性」からは大きく逸脱し
たものとなっている。
次に「希少性」の観点から麗江古城を見た場
合、元来麗江古城は雲南地区の茶馬古道の重要
拠点として栄え、またナシ族を中心とした少数
民族の文化の古跡として近年まで極めて貴重な
「希少性」を具備した様相を呈していた。しか
し、１９９６年の地震とその後の復興を方向付けた
１９９７年の世界遺産指定以降、本来の居住民であっ
たナシ族住民の域外退去、漢族の流入と漢族商
人による商業主義の勃興により、古の面影が大
きく変貌を遂げてしまった。その結果古道の面
影を残す町並みの補修、保存は成されているも
のの、それは本来の古鎮の保存という観点より
はむしろ商店としての機能性の観点からの補修
と言うべきものが多く、世界遺産指定により求
められた資産の古態保存という観点からは大き
く逸脱する現状と言わざるを得ないのである。
従って「世界遺産」が有する「希少性」の観点
から同地に多くの期待を寄せた場合、予想外の
失望を味わうケースが少なくないと判断される
のである。
最後に麗江古城の「有名性」に関しての評価
としては、DLIFT 社による「２０１７年度世界遺
産人気ランキング」４）によれば、麗江古城は全体
の７８位にランキングされている。同様に中国か
ら選出された、「九寨溝の渓谷の景観と歴史地
域」４１位（中国の世界遺産で最上位）、「黄龍の
景観と歴史地域」４２位の２者が更に上位にラン
キングされているが、「福建の土楼」８８位、「北
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図１　麗江を含む世界遺産等の希少性、真正性、有名性と商業性に関するマトリクス（筆者作成）
京と瀋陽の明・清朝の皇宮群」９４位、「峨眉山
と楽山大仏」１０１位、「万里の長城」１１２位、「秦
の始皇陵」１２４位といった他の中国国内有名世
界遺産をしのぐ評価を得ている。必ずしも高評
価＝有名性ではないとは言え、１,０００を超える世
界遺産の中で７４位という高位を獲得している事、
同じ中国から選定された世界遺産の中でも第３
位に位置づけられている事などから、麗江古城
の「有名性」は相当程度高いと判断できるもの
と思われる。（日本の世界遺産では「富士山―
信仰の対象と芸術の源泉」８６位が最高位、「古
都京都の文化財」は１２６位である）。
以上により、麗江古城の世界遺産の３要素か
らみた評価は、「有名性」が高い事が、一般的
な観光者への観光目的化への導線として機能し
ていると思われる。しかし同地区の現状は、「真
正性」や「希少性」の観点から、一般の観光者
が「世界遺産」の旅行目的化により訪問し、満
足するレベルからは乖離した現状と言えるので
ある。
５．観光者が観光目的（地）に求めるもの
以上の考察から「世界遺産」の存在が観光目
的への動機づけに有効に作用しているとすれば、
どの様な要素が最も重要と考えられるのかを考
察する。本稿は、麗江古城を訪れた旅行者の訪
問後のコメント等への調査に及んでおらず、期
待→現状認識→評価という３者間のギャップか
ら観光者の麗江古城に関する評価推移や見学後
の最終的評価を確定し得ていない。世界遺産と
しての評価に疑問があっても、目的地として興
味を得た評価者数の想定は不可能である。しか
し今までの考察により、少なくとも「世界遺産」
指定により確保された「有名性」故に、多くの
観光客が麗江古城を訪れる事になるが、実際に
同地においては「希少性」と「真正性」の２つ
の側面からの高評価は得にくいのである。
一方、「希少性」や「真正性」に関する否定
的な意見や評価を含む麗江古城へのコメント等
が、WEB 上等に相当数展開されているにも関
わらず、同地が２０１６年に３,５１９万人という非常に
多数の観光者によって観光目的化されている事
から、「世界遺産」の観光目的化には「有名性」
こそが重要と言えるのである。「世界遺産」指
定によりまず「有名性」が獲得され、現実の姿
を確認する事なく「希少性」や「真正性」への
期待が与えられる。観光者の「世界遺産」への
視線はこのように観光目的化されるという事を
再度認識する必要がある。更にこの事は、現地
で得る「希少性」や「真正性」への失望も、商
業化の中にあるその他の観光目的（前述の３点
または５点の主要目的）での補填により、必ず
しも失望のままの印象が固定化される訳では無
い事（「世界遺産」を目指して行ってみたが、
「テーマパーク」のようで楽しかったといった
評価）にも改めて注目する必要がある。
（１～５　板垣）
６．中国の世界遺産の現状
中国の世界遺産登録数は世界第２位を誇って
いる。しかし、その結果、観光客による文化遺
産の破壊は確実に進んでいるのが現状であり、
万里の長城はその顕著な事例であろう。観光客
によるごみの散乱や落書き、土産物屋や駐車場
の乱立など問題を多く抱えている。
このような問題に対応するため世界遺産委員
会は、観光が世界遺産に与える影響について、
２００１年に「世界遺産を守る持続可能な観光計画」
を策定することを承認した。この持続可能な観
光計画とは「世界遺産の価値を損なうことなく、
観光と保護を両立させるための関係者を広く結
び付け、実際の観光業に役立つ手法を開発する」
ことである。つまり世界遺産という一過性の流
行ではなく、将来的にも観光受け入れが可能で
あるという考えを推進することで、持続可能な
観光計画のための７つのガイドラインが提唱さ
れている。その内容の大半は「観光に対処でき
るだけの管理能力をつける」、「遺産地域の人々
が観光業界に参加してメリットを享受する」、
「世界遺産周辺地域の商品を市場に出す手助け
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をする」、「観光収益をこれまで不十分だった遺
産の保存・保護費用に充てる」、「世界遺産保護
について観光業界関係者の意識を高める」とい
う、今後求められる観光と保護に特化した内容
である。したがって、世界遺産は「顕著な普遍
的価値」であり、人類共通の遺産であることか
ら、保護を最優先とする観光策が求められてい
るということである。しかし、中国における文
化財保護政策は各省によって異なり、地域住民
の文化財に対する保護意識もかなり違っている
のが現状である。
麗江古城と同様に世界文化遺産に登録された
束河古鎮は、麗江から北西４キロに位置するナ
シ族の古鎮である。かなり観光地化が進んでい
るが、古鎮の風情は残されており清潔な環境を
保つなど街並み保存の成功事例といえる。
麗江から北へ１２キロに位置する白沙古鎮は、
豪族木氏の本拠地としてかつては政治と文化の
中心地であった。当該古鎮も観光地化が進んで
いるが、束河古鎮よりもまだその割合は少ない。
白砂古鎮の特徴は河を挟んで、向こう岸は観光
地の手は入らず、村民の居住空間が昔のまま保
存されている点である。一方、観光地化された
エリアは、土産物を売る店舗やレストランの建
設が進み、今後は束河古鎮や麗江古城の観光レ
ベルに到達することが予測できる。
以上の古鎮をそれぞれ観光地化の度合いで３
段階にランク付けすると、白砂古鎮はまだ昔の
街並みが崩されていない、しかし今後観光地化
が進むであろうことが予測できる古鎮である。
束河古鎮は完全に観光地化されているものの、
まだそこには規律なるものが窺える整備である。
街の美化・清掃に関する意識が非常に高く、古
鎮の街並みは綺麗に整備されている。最も問題
であるのは麗江古城である。世界遺産に登録さ
れているにもかかわらず、古鎮の整備は完全に
営利目的の店並みになっており、古鎮とはかけ
離れた店が立ち並び、夜は派手な照明の飲み屋
街になっているのが現状である。まさに不夜城
という言葉が当て嵌まる地域である。すでにユ
ネスコからも勧告が通達されていることから、
今後は世界遺産取り消し処分に成り得る可能性
が大きいと言える。
次項は野外博物館に焦点を当てて、中国にお
ける観光意識の変化について論じることとする。
７．中国の野外博物館の現状
野外博物館は１８９１年に開館したスウェーデン
のスカンセン野外博物館を嚆矢として、その後
北欧を中心として欧米諸国に発展を遂げ、我が
国では１９５６年の日本民家集落博物館がその始ま
りとされている。北欧の野外博物館誕生の要因
は１９世紀の産業革命が伝統的民俗文化の減少を
招き、それに対する危機感から保存活用に取り
組んだものであった。同様に我が国も戦後の農
地改革や高度成長による開発から伝統的建築物
が取り壊されていくことに対する焦燥感からの
保存意識が大きな要因となったものである。
中国における野外博物館の発生も、このよう
な高度成長による古き良き街並みの消失に対す
る政府レベルの文物保存政策である。陝西省西
安市の関中民俗芸術博物院などがその事例であ
り、民間設立の野外博物館である上海の聞道園
は、設立者が故郷の建築物を収集移築し、広大
な敷地で一般公開している。その目的は言うま
でもなく消えゆく“ふるさと”の保存である。
調査対象である雲南民族村は、昆明市区から
西南におよそ８キロに位置する野外博物館で、
雲南省に暮らす少数民族の風俗と生活を展示し
ている。館内は２５の少数民族の村が再現され、
民族衣装を身に着けたコスチュームスタッフが
対応し、定期的に歌や踊りのショーも開催され
る。オフシーズンということも相俟って入館者
は少ない状況であるが、現地の少数民族が実際
に働いており、所謂人類展示とも称されるタイ
プである。
雲南民族村はスカンセン野外博物館が１８９１年
当時に実践した、現地の民族を展示する野外博
物館であることが最大の特徴である。現代社会
における野外博物館の多くは博物館スタッフに
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よる展示であり、現地民族の人類展示を実践し
ている野外博物館は少ない。
しかし、雲南民族村も開館当初はかなりの入
館者を誇っていたが、昨今の観光客は野外博物
館で少数民族を見るよりも、現地に訪れて実際
の生活を見る傾向が強くなったため入館者数は
激減しており、今後はさらにその傾向は拡大し
ていくことが予測される。
野外博物館の果たす役割は、郷土の保存（つ
まり高度成長による破壊から消失していく建築
物など地域文化資源の保存）が第一義であり、
さらには、その場を訪れれば広範囲に及ぶ地域
の民族・民俗・風土・芸能・文化・歴史・自然
といったあらゆる情報を得ることができること
にある。しかし、その野外博物館の入館者数の
減少が意味するところは、明らかに観光に対す
る意識の向上であろう。それは人々の暮らしが
豊になったことから、テーマパークのような施
設に訪れるよりも、現地に赴き、現在進行形の
生活を体験することを望むようになった結果な
のである。つまり、質の高い観光、質の高いレ
ジャーを求める人が多くなったと言えるのであ
る。　　　　　　　　　　　　（６～７　落合）
８．日本人の海外旅行と中国旅行の系譜
日本と中華人民共和国との国交正常化は１９７２
年のことである。当時は業務渡航や文化交流を
目的とする団体、中国側の同意を得た参観団に
限られ、個人的な観光旅行は認められていなかっ
た５）。１９７４年に日中間に定期便が就航、１９７９年
にパッケージツアーとしての旅行商品化が始まっ
たが６）、日本人の中国旅行市場が本格的に成長
するのは１９８０年代になってからのことである。
１９７８年に香港経由で個人の観光旅行が認められ
ているが、当時の中国旅行は、国営の旅行社で
ある中国国際旅行社が設定したコースに沿った
ものであった点も特色である。
日本人の海外旅行マーケットも同時期に成長
した。特に１９８０年代中頃からバブル経済、円高
によって日本人の海外旅行客数は飛躍的に増加
した。テン・ミリオン計画が策定されたのが１９８７
年であるが、１９９０年には日本人の海外旅行客数
が１,０００万人を突破している。
この時期にあたる１９８０年代半ばから１９９０年代
初めにかけての中国への関心は、NHK 特集「シ
ルクロード―絲綢之路―」の影響も大きい。当
時の中国旅行商品には、「北京・上海」「香港・
広州・桂林」「上海・蘇州・杭州」といった４
泊５日程度で実施されるツアーに加えて、主に
夏季に設定され西安・蘭州・敦煌などの都市を
含み、７
　
 ～９日間で実施されるシルクロードの
ツアーも多く催行された。また、２００３年までは
観光旅行にも査証が必要であったため、長らく
中国旅行は添乗員の同行する団体旅行を中心に
発展することとなった。
中国のツアーでは、中華料理もツアーの魅力
として発信されてきた。北京であれば「北京ダッ
ク」、秋季限定ではあるが上海の「上海ガニ」、
西安の餃子など、各都市の名物料理を１００元～
１５０元程度の予算で中国国際旅行社へ追加手配
された。団体旅行を中心としたツアー客は規模
の大きい、観光客向けのレストランやホテルで
食事をするのが一般的だった。
９．中国旅行先の多様化と世界遺産
社会主義的市場経済への移行に伴い中国の経
済成長が始まった。とりわけ１９９０年代以降は中
国人の国内旅行の需要が高まり、旧正月を中心
とする春節と１０月の国慶節の時期の長期休暇期
間は、しばしば日本人の中国旅行にも影響を与
えることとなった。
日本では世界遺産条約を１９９２年に締結してお
り、１９９３年以降国内の世界遺産が登録されてい
る。日本人の世界遺産に対する知名度や関心の
高まりは、海外旅行商品の企画内容にも影響を
与えてきた。前述のとおり、中国の世界遺産登
録数は世界第２位を誇っている。１９９０年に世界
複合遺産登録された黄山や１９９２年に世界自然遺
産登録された九寨溝などといった世界遺産は、
１９９０年代以降の中国旅行でも順次商品化された。
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１９９７年に世界文化遺産登録された麗江古城も同
様に商品化され、登録直後から旅行会社の旅行
パンフレットにその写真や概要を見ることとなっ
た。麗江は「世界遺産」、「ナシ族」、「トンパ文
字」などが記号としてアイコン化され、古都の
イメージが醸成されていった。
１０．旅行目的のひとつとしての農家楽の可能性
現在中国では農家楽が人気を高めている。中
国における農村観光の発展は、日本のグリーン・
ツーリズムの発展と共通する点が多い。
日本では１９９０年代以降「グリーン・ツーリズ
ム」の政策が生まれ、都市農村交流がさまざま
な形態で展開されてきた。農林水産省ではグリー
ン・ツーリズムを「農山漁村地域において自然、
文化、人々との交流を楽しむ滞在型の余暇活動」
と定義付けている。グリーン・ツーリズムの政
策は１９８０年代後半のリゾート開発のアンチテー
ゼとして、また、ガットウルグアイラウンドの
影響もあり、農業側から生まれたものである点
に特徴がある。実際には高度成長期に工業化社
会を迎える中、１９７０年代にはすでに農山漁村で
の観光が注目されており、スキー場や海水浴場
の農家による民宿経営や自然休暇村等の事例が
みられた。すなわち日本における農村観光は、
第二次世界大戦後、農業政策や社会、国内観光
の影響を受けながら、観光の分野に「農的要素」
を付加しながら発展・深化したものである。
同様の農業、農村、農業者における問題が中
国でも指摘されている。それらは「三農問題」
とされ、２００３年以降政策課題として取り上げら
れ、解決に向けた政策が展開されている。日本
の農村観光やグリーン・ツーリズムが、都市農
村双方の要因から発展したのと同様に、三農問
題を抱える農村のみならず、生活水準が向上し
た都市住民側にも農村に向けての期待やニーズ
が高まっていった。
方（２０１５）は「農家楽」という言葉が初めて
使われたのは１９８７年であり、定義についてはま
だ公認的統一はなされていないと指摘している。
複数の概念を提示した上で、都市と農山村の交
流を前提に、郷村（農村）地域で農家レストラ
ンを中心として、民宿や農林業体験などを含む
「農家に宿泊し、飲食し、農林業体験を行い、
農林産物を購入するなどの体験を楽しむ」もの
と定義している７）。日本においても、中国にお
ける農家楽は「農家レストラン」が中心となる
という認識が高い。一方の日本のグリーン・ツー
リズムは、滞在型の農家民宿整備を元に発展し
た経緯がある。日本では中国旅行における「農
家楽」の知名度は高いとはいえないが、中国国
内ではすでにさまざまなタイプの農家楽が各地
で営まれ、その数は特に２０００年以降に急速に増
加している。
１１．麗江近隣における農家楽
２０１７年２月２５日に麗江古城を出発し、玉湖村、
長水村、安楽村を視察し、途中長水村の農家楽
「趙雄閣」を訪ねた。地元でも評判の高い農家
楽とのことだった。２００３年以降麗江納西族自治
県は麗江市古城区と玉龍納西族自治県に分割さ
れている。長水村は玉龍納西族自治県黄山鎮に
属し、長水村は麗江古城から約 ２km の場所に
ある。黄山鎮には長水村の他に、白華村、文華
村、五台村、南溪村がある。
趙雄閣は家族経営の農家楽である。中庭を囲
んで四方にテーブルとイスが設置され、厨房も
見ることができた。厨房には腸詰めや干し肉が
大量にかかっており、炒め用の青菜も無造作に
置かれていた。女性３名が厨房で調理中だった。
通常ならレストランでは完成された食事を取る
のみだが、このように、厨房を垣間見る、レス
トラン以外の農家の敷地を歩くなどといった体
験をすることができる。料理はセットメニュー
になっており、魚、肉、きのこ料理など１０品以
上の大皿がテーブルに並んだ。衛生面や料理の
内容や味など、想像以上に品質が高かった。ま
た小さな集落であったが、周辺にも数軒の農家
楽が集積していた。ただし他の農家楽も含め、
トイレは伝統的な中国のそれであり、使用する
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ことができなかった。こうしたことから農家楽
の客層として、現段階では地元を中心とした中
国人客が対象であると推測される。
雲南省麗江市玉龍納西族自治県黄山鎮政府サ
イトで、地域の農業の現況を伝える記事中にこ
の農家楽が言及されている。ここでは具体的な
農家楽がここを含め３店紹介されている。農家
楽を含む郷村民俗旅遊（農村観光）の質を高め、
その効果を増加させる方策として、この３店が
優秀な経営をしていることを記し、農家楽を以
下のようにとらえている８）。
①優れた経営者は競争に勝ち、そうでない経
営者は淘汰される
②農民たちは自発的に積極的に「農家楽」に
取り組む
③「農家楽」は黄山鎮のブランドになり得る
④「農家楽」の文化力の付加や、農民による
もてなしは人気が高い
⑤政府はインフラの整備、環境問題の解決、
宣伝の拡大、間接的な管理に力を入れる
　上記のように農家楽が農民の所得向上を含め
た地域振興面で期待が寄せられ、またいくつか
の農家楽がすでに成功を収めている。外国人観
光客向けとしてはまだ整備されていない部分も
あるが、農村観光、グリーン・ツーリズムは各
国の観光の大きな潮流でもある。また、農家が
従来の第一次産業に加え、生産品の瓶詰め等の
加工を伴う第二次産業部分、さらに農家楽とい
うサービス産業を掛け合わせた六次産業化の成
功は、農業や農村の活性化に寄与する。間接的
に中国における農業、農村問題の解決の糸口と
なる可能性をも秘めている。
１９７２年以降、日本人の中国旅行が多様化し、
旅行形態も団体旅行主流の時代から、個人で自
由に楽しむ時代へと変化した。また、中国人の
国内旅行市場も増大した。農家楽は魅力的な観
光素材の一つとして、国内、海外を問わず大き
な期待が寄せられる。観光者側にとっても、「非
日常」ではなく「異日常」の生活を体験し、地
域文化資源を学び、楽しむ機会となるのである。
（８～１１三浦）
付　記
本研究は、平成２９年度長崎国際大学人間社会学部国
際観光学科共同研究費（研究課題名：「中国における
地域文化の観光学及び博物館学的研究」、代表：落合
知子）の助成を受けて行われた。
注
１）時田［２００６］
２）橋本［２００１：５５］
３）図中の主要な世界遺産は筆者が任意に抽出し、
「希少性」「真正性」「有名性」の３視点を５点で
評価した１５点満点の評価を、マトリクス上に配置
したものである。尚、商業性はテーマパーク等商
業施設を商業性１００％とした上で、そこにどの程
度の「真正性」を備えた事物が配置されているか
で評価した。
４）２０１７年度世界遺産人気ランキング
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図２　農家楽中庭 図３　農家楽厨房
　https://dlift.jp/worldheritage/ranking
　（２０１７年１０月２０日閲覧）
５）朝日新聞夕刊８面「近くなった中国　旅行社が
コース設定　個人の観光は当面ムリ」、１９７４年９
月２７日
６）朝日新聞夕刊６面「中国旅行も「ルック」」、１９７９
年８月２０日
７）方［２０１５：３４］
８） 云南省 江玉  西族自治 黄山 （２００７）「 
      一  化」
　http://www.ynszxc.gov.cn/S１/S８３１/S８３２/S８３７/ 
C２５０１２１０/DV/２００７１２０６/２１０６０１６.shtml
　（２０１７年１１月６日閲覧） 
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